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１．はじめに 
 香川大学では、第４期中期目標・中期計画期間における業務運営の改善及び効率化

に関する項目への対応として、令和４年４月１日付で設置した諮問会議を通じて、第４

期中期目標・中期計画の中でも、特に、「自己点検・評価」、「社会との共創」、「リカレ

ント教育」、「ダイバーシティの推進」、「財務運営」の 5 項目を対象に、外部の有識者か

らの意見を踏まえ、外部の知見を法人経営に生かすこととしております。  

今回の諮問会議では、各委員の皆様には、当該４項目（「自己点検・評価」は除く）

について、達成状況や成果をもとに、本学の強みとして伸ばしていくべきことや本学に

今後期待すること等について、様々な観点から貴重なご意見をいただきました。 

心から厚くお礼を申し上げます。 

諮問会議の委員の皆様から頂戴いたしましたご意見等は、今後の法人経営に反映させ、

新たな価値と魅力を創造して、地域から世界に発信していけるよう、第４期中期目標の

実現に努めます。 

 

国⽴大学法人香川大学⻑  

                                 上田 夏生 
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２．諮問会議委員名簿 
 

綾田 裕次郎 株式会社百⼗四銀⾏取締役会⻑ 

伊藤 良春  三⽊町⻑ 

大⻄ 秀人  ⾼松市⻑  

梶⼭  博司   徳島⽂理大学学⻑ 

藤岡 実佐⼦ 帝國製薬株式会社代表取締役社⻑  

淀⾕  圭三郎 香川県教育委員会教育⻑    

（令和８年９月現在、五⼗音順、敬称略） 
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３．項目別評価 
１）社会との共創に関すること 

１−１）学生参加型実践教育プログラムに関する取り組みについて 

１−２）地域課題解決指向型共創プログラムに関する取り組みについて 

１−３）SDGs に関する取り組みについて 

優れている点 ・特になし 

改善を要する点 ・特になし 

今後に期待する点 

・SDGs の推進に関連し，カーボンネガティブ建材の開発
をはじめ，建設工事で発生する土壌の有効活用や再利用
に関する研究について，さらなる推進を期待したい。 
 
・さぬきジオパーク構想の推進に関連し，小豆島での⾼校
生への取組に加え，関心を持つ他の⾼校の生徒も参加で
きる学びの機会を設けるなど，⾼校生への指導・支援の充
実を期待したい。 
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２）リカレント教育に関すること 

優れている点 
・令和７年度に開講された 4 講座がいずれも重要かつ 
今日的な課題を取り上げた有意義な内容となっており，
目標を上回る実績につながっている。 

 
改善を要する点 ・特になし 

今後に期待する点 

・講座「海と共に歩む未来へ」については，継続的な実施
に加え，中級講座の開設や内容の充実など，発展的な展開
を図り，より効果的な学びにつなげることを期待したい。 
 
・講座「経営戦略としての DX を考える」については，AI
に関する内容を取り入れるなど，社会的ニーズを踏まえ
た講座内容の充実を期待したい。 
 
・講座「DMO の実践から学ぶ，地域主体の観光振興・地
域戦略」については，観光分野における人材育成の重要性
を踏まえ，オーバーツーリズムなどの課題にも対応した
発展的な講座内容の充実を期待したい。 
 
・受講後のアンケートだけでなく，一定期間経過後の学習
成果の活用状況を把握するなど，継続的なフォローアッ
プの充実が重要である。フォローアップで得られた意見
や成果を踏まえ，講座内容の改善・発展につなげる取組を
進めることを期待したい。 

 
・県内にとどまらず県外からの参加者も募るなど，広域的
な展開を図ることで，本県の取組や魅力を全国へ発信し
ていくことを期待したい。 
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３）ダイバーシティ推進体制に関すること 

優れている点 ・特になし 

改善を要する点 ・特になし 

今後に期待する点 ・特になし 
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４）外部資金の獲得状況に関すること 

優れている点 ・受託研究受入額が大幅に増加している。 

改善を要する点 ・特になし 

今後に期待する点 

・三⽊町ふるさと納税を活用した大学への寄付について
は，卒業生や関係団体等から返礼品を伴わない大学応援
の趣旨による支援が寄せられていることから，今後も積
極的な周知・働きかけを⾏い，大学の教育・研究活動を支
える資金の確保につなげることを期待したい。 
 
・大学の魅力向上に向けては，学術面に加え，スポーツや
⽂化活動においても，大学の特色を⾼める取組を推進す
ることで，大学への関心や支援の拡大，さらには寄付⾏為
につなげていくことを期待したい。 
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